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帰納的に可算な言語の同長線形文脈
自由言語による特徴付けについて
On the Characterizations of Recursively Enumerable
Languages by Even―Linear Languages
Satoshi OKAWA
Abstract
For a linear context―free graHHnar G, if every non―terHinating
rule of G is of the form A→αBβ with l α l=lβl,it is called
an even一h ear granilnar and the language generated by G,L(G),is
called an even―linear language.
In this note, 、、アe give two characterization results of recursively
enumerable languages using even―linear languages and homomorphislns:
i)For each recursively enumerable language L, we can find two
even―linear languages L l,L2 and tWo homomorphisms h,hュ
such that L=h(hl(Ll)∩L2)o
■)For each recursively enumerable language L, we can ind an


























Lは、2つの同長線形言語Ll, L2と、 つの準同形写像h, hlとによっ
てL=h(hl(Ll)∩L2 と表わすことができることを示す。さらに、
任意の帰納的に可算な言語Lは、1つの同長線形言語LEとヽ 3つの準同形





文法とはG=(N, Σ P, S)である。ここで、Nは非終端記号の集合、
Σは終端記号の集合 (V=Σ∪Nとする。)、 Pは書きかえ規則の集合、S






































=ωlB ω2(ωl,ω2∈Σ*)がl ωll<l ω21のとき右長、 |て,,11=
























〔補題 1〕 任意の線形言語Lに対 して、同長言語LEと準同形写像hが定
まり、Lは、L=h(LE)と表わすことができる。
(証 明) Lを生成する線形文法をG=(N, Σ P, S)とする。Pの
元はn個の非終端規則pi:Ai→ωilBiωi2(1=1, 2,―。,n)、
及び、 IP十一n個の終端規則pj:Aj→aj(j=n+1,中●, IPI)
と な っ て い る と す る 。 こ の と き 、 同 長 線 形 文 法 GE=(NE, Σ E,PE, SE)
を次の よ うに定 め る。
NE=N
ΣE={p il,p i2, li=1, 2,中●,n}∪Σ
PE={pj:Ai→p ilBip iヮl =1, 2,―。, n}
∪{pj:A,→ajl j=n+1,―・, IPI}
SE=S






〔定理 3〕 任意の帰納的に可算な言語Lに対 して、2つの同長線形言語
Ll, L2と2つの準同形写像h,hlが定ま りLはL=h(hl(Ll)∩L2)
と表わされる。










〔定理 4〕 任意の帰納的に可算な言語Lに対 し、同長線形言語LEと3つ
の準同形写像h, hュ, h2が定まりL=h(hl(LE)∩h2(LE))と
表わされる。
(証 明) 定理 1のI)により、任意の帰納的に可算な言語Lは2つの右長
線形言語Ll,L2と準同形写像hとによってL=h(Lュ∩L2)と表わさ
れる。Ll,L2を生成する右長線形文法をGl=(Nl, Σ,Pl, Sュ),









U(ρjl, p j2, lj
P={A→πilBπi2 1 πi
U{Aj→aj' l πj:A5→aj j=n+1,中
U{C→ρ:lD ρェ21 ρi:C→γ(Dδi i=1









































hl(L (G))=Ll, h2(L (G))=L2
である。従 って、
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